
第1８期まちづくり大学
ボランティアミニ講座編

 ボランティアは誰のためにするの！
 ボランティアを難しく考えていませんか！
 ボランティアは“意味ある自分を見つけられる”場であるかも
しれない！



ボランティア体験報告

番 号 体験団体名 体験日 体験人数

１ あまの街道と陶器山自然を守る会
里山保全、清掃活動

10/15 11/19 ２名

２ NPO法人南大阪サポートネット
“月のまつり”イベント

10/10 １名

３ さやか観光会
“狭山藩陣屋北条氏12代足跡を歩く”

10/30 ４名

４ プルトップ部会
“プルトップ”750㎏集めて車椅子を贈る“

10/11 11/8 ３名

５ さやまおはなしの会
“絵本や紙芝居等でこどもに夢を届ける”

10/16 ２名



話の内容

１．余暇時間は

３．ボランティアの歴史・
意味・ことば

２．ボランティア４原則

４．ボランティアの心構え

５．ボランティアを深堀り



１．余暇時間

６５歳で退職 ７０歳で退職 ７５歳で退職

６０,２２５時間 ４０，１５０時間 ２０，０７５時間



２． ボランティアとは

４つの原則

１．自発性・主体性 ２．無償性・非営利性

３．社会性・連帯性 ４．先駆性・創造性



３．ボランティアの歴史

“自警団” “志願兵”

１７世紀中ごろ、自分たちの地域を守る
ために活動

１９９５年１月１７日 M７．３
午前５時４６分５２秒

“ボランティア元年” １４６万人
死者：６,４３４人 負傷者：４３，７９２人
全壊：１０４，９０６戸 全焼：7,０３６戸



３ー１．ボランティアの言葉・意味

Volunteer の「Volo」ラテン語、「自分から進んでする」「喜んでする」

・ラテン語では「Voluntas」自由意思
・フランス語では「Volunte]喜びの精神
・英語では「Volunteer]志願兵
・日本語「適当な言葉なし」



４.  ボランティアとは

ボランティアの心構え

１．身の回りのことから手掛けよう
２．対等な関係を目指そう
３．約束や秘密は絶対に守ろう
４．何でもやってしまうのは・・
５．無理はしないこと
６．宗教や政治活動とは区別する
７．安全な活動のためにボランティア活動保険を調べよう



５.  ボランティアとは

ボランティア活動と奉仕活動は違う！

ボランティア
する人

ボランティア
される人

あなたのため（利他主義）

私のため（成果・成長）

お互いの関係のため（互酬）



５－１．ボランティア意識調査



５－２.ボランティアとは

全国都道府県のボランティア活動の順位（２５歳以上）

１位 滋賀県

２位 岐阜県

３位 島根県

４６位 東京都

４７位 大阪府



５－３．有償ボランティア

あなたは、
「無償ボランティア」「有償ボランティア」

選ぶとしたなら、どちらを選択しますか？



５－４． 有償ボランティア



５－５．NPOの範囲



ご清聴ありがとうございました
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